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実践報告

附属中学校と附属特別支援学校における

交流及び共同学習・障害理解教育の実践的研究

石川｜衣紀 1).田口虞弓 2)

高演功輔副．北村由紀 3）・森小夜子 3).佐藤弘章 3）・堺雅子 3)

長友睦子 4）・野坂知布 4) .吉田ゆり 1）・高橋甲介 1)

1)人開発達講座 2）発達支援アドバイザー 3）附属中学校 4）附属特別支援学校

1.研究の背景と目的

1.1 共生社会の形成と障害児者理解

障害児者を主体とした初の人権条約である「障害者権利条約」が 2006年に国連

で採択され、「全ての障害者によるあらゆる人権及び基本的自由の完全かっ平等

な享有を促進し、保護し、及び確保すること並びに障害者の固有の尊厳の尊重を

促進すること」が提言された。例えば第 8条「意識の向上」では、「教育制度の全

ての段階（幼年期からの全ての児童に対する教育制度を含む。）において、障害者

の権利を尊重する態度を育成すること」等について規定され、 2014年に本条約を

批准した日本においても、その遵守がすべからく求められている。

日本では 2004年の障害者基本法改正により、第 14条第 3項に「障害のある児

童生徒と障害のない児童生徒との交流及び共同学習による相互理解の促進」が規

定され、交流及び共同学習について初めて法令上の位置づけがなされた。これを

受け中央教育審議会（2005）による「特別支援教育を推進するための制度の在り

方について（答申）」では、小学校・中学校・高等学校等における障害のある児童

生徒と障害のない児童生徒の交流及び共同学習と、盲・ろう・養護学校と通常の

学校における交流及び共同学習の促進が提言された。

2007年度より特殊教育制度から特別支援教育制度へ転換がなされ、特別支援学

校学習指導要領（現行版、 2009年告示）においても、障害のある子どもと障害の

ない子どもとの交流及び共同学習を許画的・組織的に行うことが規定された。

2012年に出された「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築

のための特別支援教育の推進（報告）」では、「特別支援教育は、共生社会の形成

に向けて、インクルーシプ教育システム構築のために必要不可欠なものである」

と明記され、その具体的方向性のーっとして「障害のある子どもと障害のない子

どもが、できるだけ同じ場で共に学ぶことを目指すべきである」とされた（文部

科学省、 2012）。
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2013年には新たに「障害者差別解消法」が制定され、 2016年 4月より施行され

る。

このように特別支援教育の拡充、インクルーシブ教育の展開、そして共生社会

の形成が進められていくなかで、交流及び共同学習や障害理解教育の位置づけは

ますます大きくなり、同時にその実践内容の深化がいっそう図られることが求め

られているといえる。

1.2 本学部附属学校におけるこれまでの取り組み

長崎大学教育学部においては、とくに附属中学校と附属特別支援学校にて交流

及び共同学習・障害理解教育の取り組みが蓄積され、両校の教育課程の変更や社

会の変化に伴い、形態や内容についてその都度検討を繰り返しながら継続されて

きた。

①両校における交流及び共同学習の経緯

交流及び共同学習については、 1969年に附属小・附属中の特殊学級が長崎大学

附属小中学校柳谷校舎（現・附属特別支援学校）として移転した当時から、文化

祭などの行事参観の形で交流がなされている。 1984年からは、行事を参観するだ

けでなく附属中の文化祭（附中祭「秋」）で附属養護学校（当時）の生徒も劇を発

表する形になり、交流委員との交流も舞台発表後に継続して行われていた。

2002年の総合的な学習の時間の全面実施に先立ち、附属中では総合的な学習の

時間の内容や実施方法等についての研究がなされ、そのーっとして附属養護学校

の生徒との交流学習の取り組みが行われた。それまで行なってきた文化祭での交

流の他に、クラスやレクリエーションクラブ（授業クラブ）の取り組みが加わり、

附属中の生徒が附属養護学校の餅っき大会に参加したり、附属中のレクリエーシ

ョンクラブが企画した内容を附属養護学校の体育館で行ったりした。

その後も交流委員や交流クラスとの交流を行うという形態が継続されていたが、

両校の教育課程等の見直しなどもあり、日程的にも附中祭「秋」での劇の発表が

徐々に困難な状況となった。 2010年度、 2011年度については、両校で交流のあり

方を再度模索することとなり、実質的な直接交流が見送られている。

このような経緯の中、 2012年度に両校で交流の持ち方を改めて検討した結果、

附属中 1年生と附属特別支援学校中学部生徒との交流会が企画された。附属中 1

年生の 4クラスをベースとし、特別支援学校の生徒 1～3年生が 4グループに分

かれ各クラスに入り、ゲームやスポーツなどのレクレーションを一緒に行ったり、

昼食を一緒に取ったりして交流会を行う取り組みを模索し実施するようになった。

また年度によっては、舞台発表や交流会を機に美術作品での交流や手紙のやり

取りを行う間接的な交流にも取り組んだ経緯がある。しかし、実施の有無につい

ては各校の交流担当者に委ねられるところが多く、継続した取り組みを行うまで

に至っていなかった面もある。
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②両校における障害理解教育の経緯

障害理解教育については、附属中・附属特別支援学校それぞれの教育課程の中

で行なわれてきており、附属中・附属特別支援学校・教育学部の三者で障害理解

教育をテーマとして共同で授業を計画し取り組む機会はなかった。しかし、附属

中においては、障害について理解や見識を深めるということで、長崎大学教育学

部の教員による講話を聞いて学習する機会があったり、附属特別支援学校との交

流に際し、特別支援学校の教員が交流委員に特別支援学校の生徒の話や障害者に

ついて話をしたり、参考資料となる本などを提供したりすることはあった。

個々の学校の取り組みとして、附属中においては道徳や特別活動の時間に各ク

ラスの担任よる障害者をテーマとした授業が展開されており、附属特別支援学校

では進路や体の学習等を通して、自己理解や自己肯定感につながるような授業を

展開している。

障害理解教育という言葉を意識することは少なかったものの、両校において、

交流会や作品交流等を通して、お互いのことを体験的に学習する機会になってい

た。

1.3 研究の目的

以上のように、附属中学校と附属特別支援学校ではこれまで文化祭やレクリエ

ーション、劇の発表等を軸とした交流が一定程度蓄積されてきている。障害理解

教育についても、両校の教育課程の中でお互いのことを学びあう時聞が設定され、

理解の深化が図られてきている。

そのいっぽうで、両校の交流担当者に実施の大部分が委ねられてきたことから、

実施の内容について長期的・総括的視野に立ったフレームワークまでは形成しき

れていないという課題が残されているといえる。さらには、附属中学校・附属特

別支援学校・教育学部の三者の積極的協働による、よりインクルーシブな視野か

らの障害理解教育の推進が、今後なお不可欠である。

そこで本研究は、今後の継続的取り組みを見通しながら大学と附属学校がより

一体となって実践研究を進めていくための方向性を、実践を通して明らかにする

ことを目的とする。とくに本稿では、2015年度に附属中学校で行なった交流会（附

属中学校 1年生と附属特別支援学校中学部）を中心に報告し、今後の課題を検討

していく。
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2.交流会の実践内容

2.1 附属中学校における交流会事前学習の実施

今回の交流では、附属中にて大学教員による事前学習（障害理解教育）を初め

て実施した。事前学習のねらいを、交流会が相手校との「共同プロジェクト j で

あるという視点に沿って意識をもたせることとし、附属特別支援学校の生徒とと

もに交流会をつくっていくという意識づけを行なった。また附属特別支援学校に

て行なわれている様々な教育的配慮、について紹介しながら、支援を受けることは

特別なことではなく、自分たち（附属中学校の生徒）も同じであるという点に意

識を向けさせた。

附属中学校 ・附属特別支援学校中学部交流会 事前学習

1 .t1らい

O附属特別支~学校について知り、理解や支t置が自分たちにも関係 していることを理解させる。

O交流会が相手校との「共同プロジェクトJであるという観点に沿って意識をもたせる。

2 日時 平成 27年 10月 20日（火） 1 4 : 5 0～1 5 : 4 0 

3 場所 多問的ホーノレ

4 対象 第 1学年金員

5 過程

時刻 生徒の活動 教師の手だて

14:50 1 附属特別支後学校のVT Rを観て、災 1 附属特別支鐙学校での活動内容のイメ

際の生徒の総子を知る。（1 0分） ージをもたせる。

15：・00 2 VT Rを担言明返り 、特別支鐙学校の学 2 附属特別支~学校における学び ・ 支径の

びについて理解する。（1 0分） 特徴について説明し、その内容は陣容がな

くても大切であることに気づかせるg

15:10 3 ワークシー ト①に考えを記入し、発表 3 特段の学校生活を録り返らせながら、理

する。（1 0分） 解や支援が 「自分自身Jにも大切なことで

あることに気づかせる。

15:20 4 ~流会が共同プロジェクトであること 4 附属特)J1J；定後学校の生徒i立 fお容さまJ

を理解し、ワークシー ト②に考えを記入 ではなく、交流会が附属特別支m学校との

し発表する 0 ( 1 8分） “共同プロジェク ト”であることを意識さ

せてからワークシー トに回答させる。

15:38 5 お互いの存夜について、交流会の実際 5 ~ii覧会に向けて、本時の学びが日々の学

の内容づくりについて、意識を高める＠ 校生活でも活かせるように意織させる。

図 1 附属中学校事前学習指導肉容
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～交流会に向けて考えてみよう～

住生 組 名前：

①学校生活のなかで、「自分もこうしてもらえたらほっとするな、助

かるなJと思うことについて、自由に書いてみてください。

②交流会を「共同プロジェクトJとして成功させるには、どのような

ことを大切にしたらいいと思いますか？

図 2 附属中学校事前学習ワークシート
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事前学習ワークシートの「②交流会を『共同プロジェクト』として成功させる

には、どのようなことを大切にしたらいいと思いますか？｜の設問にたいする生

徒の回答を以下に抜粋する。

表 1 附属中学校生徒の回答（抜粋〉

まずどちらからもアイデアを出して、両方で議論し、内容を決定する。特支の

意見を尊重する。

自分たちと特別支援学校のみんなが楽しめる遊びをする。自分たちの基準と特

別支援学校のみんなの基準の中間をとる。臨機応変に対応する。

差別をせず、みんなが同じ立場として交流する。相手のことを考えて行動する。

昔十画をたてるとき、平等に誰でもできることを考える。

お互いの意志を大切にしながら作っていく交流会。楽しみながら、自然に笑顔

になれる温かい雰囲気。

特別支援学校の生徒だからと特別扱いするのではなくて、話し方を少し変えた

りするだけで、他はふつうに友人として接する。

特別支援学校の人たちと附中の代表が集い、交流会について語り合う時間を大

切にしたら良い。

附中で決めたことを特別支援学校に了解を得る。

自分たちだけではなく、相手の意見をとりいれること。お互いに尊重しあう。

皆でたのしくできるようなのをつくりあげること。平等で協力。

いいところをみつけまくる。共に楽しむ。いつもの集団でかたまらない。

これらの他にも、ワークシートの回答全般を通して、「ともに楽しむ』「全員で

楽しむ」「お互いのことを考える」ことを意識していると思われる回答が多く見ら

れた。これらの記述から、事前学習のねらいは一定程度達成されたと考えられた。

2.2 附属特別支援学校での事前学習

附属特別支援学校中学部においても、交流担当教員が事前学習を実施した。事

前学習では、附属中学校についての資料（写真や DVD）を用いて事前に附属中学

校の様子を知ることで、交流会への見通しをもっと共に附属中学校の生徒に関心

をもち交流会へ参加することへの期待感を高めることをねらいとした。

また各クラスで教師と共に附属中学校の生徒に送るプロフィールカードや

DVDレターを作成し、自己紹介などの練習をしたりすることを通して、自分のこ

とを知り、附属中学校の生徒に自分のことを伝えようとする気もちを高めた。

生徒の記述では交流会への期待と不安の双方の気持ちが表現され、交流会への

見通しが形成されたことがうかがえる。
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ー亙己 of:語読を議しもう。
ともだち な

Oたくさんの友達と話そう。

Oマナーを守ろう。

附属中での活動 めあて

しっかい議ぎし室つ
①ひかえ室（会 )Iこいく

はん r：しょ いどう
②班ごとにそれぞれの場所に移動

する。

③交流会
じ こしようかい

・自己紹介

うた
・「っぽさをください』の歌

－ゲーム

・レクリェーション

④附属中のと友もだ達ちとベ弁ん当とう（各教室）

時
⑤終了式

しっ かいぎしつ
⑥ひかえ室（会議室）にいく

ふりかえり

ながさきだいがくせいもんま ι 
※長崎大学正門前解散 ： 14:10 

図 3 附属特別支援学校事前学習ワークシート〈抜粋〉
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0自己紹介をする 。
Oゲームやレクリェーションをたのしむ 。

ベんとう

Oたのしくお弁当をたベる
。

Oたくさんのともだちとはなしをする 。
手「て ζ／く fホυ（＼ τ、1

げームヵγ安し剖（＇＇す

す弁当主RA"~J とさ｛( 1,">t ｛－~＇ぢと
今
の
き
も
ち
を
カ
い
て
み
よ

7主力（ J::乙｜与な LをIiぞいて、す

つ

図 4 附属特別支援学校生徒の回答〈抜粋〉
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2.3 交流会当日の様子

以上の事前学習をベースにして交流会を開催した。附属中学校 1年生の各クラ

スに附属特別支援学校中学部の生徒が分かれて加わり、レクリエーションから給

食の時間まで交流を実施した。

図 5 各交流クラスとの対面

図 6 レクリエーションの様子①
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園 7 レクリエーションの様子②

園 8 レクリエーションの様子③

事前学習で学んだ内容をもとに、積極的に関わり合おうとする様子がいずれの

レクリエーションでも見られた。また「附属特別支援学校の子に最後に感想を聞

きたいj と提案してきたクラスもあり、 互いの気持ちを直接確かめ合おうとする

姿勢が見られた。附属特別支援学校の生徒も、自己紹介や自分の好きなことを相

手に伝えながら、同年代の友人達との時間を楽しもうとする様子が見られた。



－47－

2.4 交流会の振り返り学習〈附属特別支援学校〉

交流会終了後、附属特別支援学校では全体で振り返り学習の時間を設けた。

ふりかえり

今のきもち ⑧ 。③ 
o白色福芥ができた 。
。法蓮とゲームやレクリエーシヨンをたのし。
んだ

弁Oたのしくお 当をたべた
。

Oたくさんのと友もだ達ちとはなしができた 。
トムI)-,It,( I') /..., in ..ーをιて安ιかヮたて＂す

ごうか、しトペソダ＂；／－ l"-1レ （}-(j;,えフて（） f；.：小った

4寸Qi.. 
伊て＂うれい、 τ寸υ

の
き
も まι、T九リ大い乙Jt.( ＼ましえ。
ち
を
か J与え室どヰなιて也、tLうかヮ仇｛＿＂t
い
て

ピう宅、中町凡な ιをしましt~.. み
よ
ーつ

まえ、之ヤ小骨う l乙 ~jづて令fプし川で’ 1o

園 9 附属特別支援学校中学部生徒の振り返り〈抜粋〉
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園 9は、園 4と同一生徒の回答である。事前に「はなしが出きるかなってし

んぱいです」と綴っていたこの生徒は、交流後に「友達とはなしておもしろかっ

たです。とうそう中のはなしをしました。また、こうりゅうに行ってみたいで

す」と自分の気持ちと考えを述べ、附属中学校との友人との関わりの経験を具体

的に振り返ることができていた。

また「おベんとうのときもっとはなしができるとよかったです。ゲームはジャ

ンケンれっしゃところがしドッチボールをしましたロじこしょうかいはきんちょ

うをしました」と綴った生徒や、「交流で一番楽しかったのはミニサッカーで

す。（中略） PKで見事にシュートを決めました。少し高く上げ過ぎたのでそこ

を気をつければと思いました」と綴った生徒のように、次回もっとがんばりたい

ことについて意識が向いた生徒も複数見られた。

2.5 交流会後の教員アンケートから〈附属特別支援学校〉

附属特別支援学校ではさらに、交流に関わった中学部担当教員にたいして、交

流担当教員からアンケートを行なった。項目は「①日程について」「②活動につ

いて」「③その他（両校の子供たちの様子、事前・事後指導、交流の目的・意義

についてなど）」の 3点である。

表 2 実施日程についての教員の回答〈抜粋〉

部行事が多い時であるが、相手のあることなので、実施できる日でよい。

特に問題なかった。

よかった。

特に問題はない。

表 3 交流会の活動肉容についての教員の回答〈抜粋〉

3班に同行したが、ゲームもよく考えてあった。事前 1日目（全体→学級）、 2

日目（班ごと）の流れもわかりやすくてよかった。

各クラス工夫しでありよかった。

ゲームなど、それぞれのクラスで考えていたので、オリジナリティーがあって

よかった。本校の生徒も十分に楽しんでいる様子が見られた。

本校のスポーツの学習でやっている活動、そうじ、片づけ作業など、本校で行

っている活動を通常の子ども達と一緒にできるという計画でできないか。障害

のあるなしにかかわらず一緒に楽しめる、お互いができることを協力できた経

験といったことができることが共生社会作りにつながるのではないかと思う。
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表 4 その他についての教員の回答〈抜粋〉

附中の生徒が考えたゲームのルールについて、教師のアドバイスなど、どの程

度はいっているのか知りたい。附中の生徒で、かかわるのが上手な生徒も数名

いてよかった。

自然に関わっている様子が見られ、私たちが聞に入らなくても、交流出来てい

るように感じた。本校の生徒はなかなか話しかけられないようであったが、そ

れは経験が必要か。附中の先生が雰囲気を盛り上げてくださり、よい交流だっ

た。

学年交流が望ましいと思う。すばらしい事前学習よりも回数を重ねることがか

かわり方を知ることにつながると思う。本校の子ども達にとっても、去年見た

顔があるのとないのとでは違うと思う。また、本校の 2年生や 3年生が、附属

中の 1年生に何かをしてもらうという感じもどうなのかと思う。

前回よりも活動内容は士夫してあったのではないか。附中側の紹介ビデオも、

H何かを伝えよう”という思いがあった。何より H待ってますH と全員から言われ

て、生徒たちは喜んでいた。生徒たちは楽しんでいたから問題ないが、中 3の

生徒（本校）と中 1（附中）というのが、同学年でやるのがいいだろうなと思

ヲ。

日程については概ね問題ないと回答された。交流会の活動内容については、各

クラスでよく士夫されていたという意見が複数挙げられた。また附属特別支援学

校側で実施している内容を、附属中とともに行なうのはどうかという意見が挙げ

られた。「その他」では、附中の生徒がよく関われていたことへの記述のほか、

交流回数の向上や同学年交流を望む声が挙げられた。

3.考察

今回の交流会では、附属中学校では大学教員が事前学習として授業を行なっ

た。「障害理解教育」としての位置づけももたせた内容であったが、 50分 1回の

みの授業であらゆる内容を盛り込むことはできないため、大きな枠組での内容に

終始した面があった。そのためとくにワークシート①の学校生活で自分がされて

うれしいこと（支援）については、生徒の回答内容が非常に多岐にわたり、授業

の中で課題を焦点化させきれていなかったことが指摘できる。一方で、交流会に

向けて「共同プロジェクト」をどのように実現していくかについては、各々が自

分の考えを述べることができていた。交流会の本番での様子にもそれは表れてお

り、生徒たちが共同そして共生を自分なりに考えて行動するきっかけになったの

ではないかと考える。なお附属中学校では、交流会後の振り返りの授業を今後大

学教員側が実施する予定である。
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附属特別支援学校においても生徒がよく関わりをもてていたという声が挙げら

れた他、附中側で教員のアドバイスがどの程度入っていたのかがポイントとして

挙げられている。次回以降へつながる課題として、交流会の実施内容について両

校で事前協議を行なうことにより、交流に際して教員がどこまで支援的介入をす

るかについても確認ができると考える。またその際には、交流を行なう意義・目

的についても、両校の教員および大学がすりあわせを重ねていくことが不可欠で

あろうロ

また附属特別支援学校教員から出された重要な指摘として、両校の学年のズレ

が挙げられる。これは両校全体の交流実施計画ともかかわる課題であるが、附中

1年生と附属特支中学部 1年生で交流を持ち、翌年にお互い 2年生になった時に

再度交流をするという流れが、本来であればやはり望ましいと考えられる。両校

の人数比の問題や、各学年での実施日程の確保の問題等があるが、今後検討が不

可欠であるといえる。

4.まとめ

4.1 連携の充実へ向けて

今回の交流研究では各交流活動における両校の担当者を明確にし、必要に応じ

て連絡・調整をスムーズに行えるようにした。また両校のこれまでの交流の経緯

と今回の実践研究の意義・実施内容・実施手順等を詳細にとりまとめた「実施計

画書」を作成し、担当者の引き継ぎと交流研究の継続実施を支障なく行えるよう

にした。

しかし担当者同土の日程調整が困難な場合も多く、事前協議・事後反省の時間

の十分な確保が大きな課題である。そのためには、まず交流活動が両校の年次計

画へ明確に組み込まれることが不可欠であるといえる。

4.2 交流研究の附属学校圏全体への波及

本実践研究の目標のひとつは、官頭に示したようにインクルーシブな視野から

の障害理解教育の推進である。そのためには、担当者間・学級（学部）間レベル

での協働から、学校間レベルでの協働へ発展させていくことが不可欠である。附

属学校圏全体で共生社会の形成を実践していくためには、交流を一つの軸としな

がら教職員へ向けたインクルーシプ教育の理解・啓発も重要な柱となろう。

また「地域のモデル校」（文部科学省、 2009）としての役割も担う国立大学附属

学校において、当該分野における実践研究の蓄積はいっそう不可欠であるといえ

る。

4.3 年聞における交流回数の向よ

今回の交流は、附属特別支援学校・附属中学校における生徒・教員ともにその



－51－

意義を認識する実践となった。しかし附属特別支援学校教員から指摘も出されて

いるように、 1回だけの障害理解教育や交流活動ではおのずから限界があり、交

流での学びを経験として生徒に定着させることも困難である。前述した年次計画

への組み込みとあわせ、交流回数の向上がきわめて重要な鍵となる。
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